
 
東連携型小中一貫校                            第１号 令和６年５月 

コミュニティ・スクール通信 
                         東連携型小中一貫校                              

学校運営協議会                                                                       

(東クローバー) 
 

第１回学校運営協議会を開催いたしました！  

 地域の皆様には、日頃より東連携型小中一貫校の教育活動にご理解とご協力をいただき感謝申

し上げます。   

 さて、令和６年度第１回学校運営協議会を４月２３日（火）、東中

学校にて開催いたしました。今回は、主に令和６年度の活動方針など

の確認を行いました。 

 

                                 

 

  学校運営協議会委員が各部会（「評価部」「広報部」「連携推進部」）による活動を行いなが

ら、東中校区の各地域と学校が一体となった学校づくりを進めます。今年度もよろしくお願いい

たします。 
 

【会長】御供 英宏  【副会長】内田 孝嗣                         
【委員】                               

評価部 広報部 連携推進部 
・御供 英宏 ・塚本 浩史 ・小島 香織 
・内田 孝嗣 ・佐藤 浩司 ・中里 由紀恵 
・大島 みずき ・原  庸子 ・浦部 侑子 
・中澤 勝芳（美九里東小校長） ・浅見 志伸 ・宮澤 克巳（藤岡第一小校長） 
 ・永田 伊知郎（東中校長）  
 ・川田 貴子（美九里西小校長）  
・学校関係者評価と学校運営協議

会の活動の評価を実施 
・「地域でふれあうあいさつ運

動」の計画・依頼等 

・コミュニティ・スクール通信の
作成 

・「いじめ問題解決に向けた教育
懇談会」の計画・発信等 

・東クローバーの運営 
・学校ボランティア活動のコーデ
ィネート 

・「学校ボランティアのつどい」
の計画・運営等 

 
                                                   

 

 
 昨年１２月に行った学校評価の結果から、子どもが読書のよさを認識しているものの、読書

の習慣が身に付いていないという課題が見えてきました。 

学校運営協議会では、この課題に対し、子どもが本に興味をもち、読書習慣に結び付くきっ

かけになればと思い、これから６回シリーズで、本がもつ魅力を伝えていきたいと考えました｡ 

 今回は読書の効果についてです。読書をすると語彙力が身に付くといわれています。心で感

じたことを繊細に伝える力が付いたり、表現力とともにコミュニケーション能力の向上にもつ

ながったりします。また、読解力も身に付きます。これは文章を読む時だけではなく、会話の

内容を解釈し要約する能力を高めることにつながるといわれています。 

 すきま時間を生かして、家族で読書を楽しんでみてはいかがでしょうか。          

令和６年度学校運営協議会の組織 

読書ってたのしい！ ～その１ 「読書の効果」～  


